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1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 1,013,773 8.2 47,092 87.5 54,006 67.5 28,271 72.7
22年3月期第2四半期 936,593 1.9 25,119 △15.4 32,240 △12.7 16,373 △20.2

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 300.09 ―

22年3月期第2四半期 174.04 173.80

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 893,533 431,158 48.1 4,557.99
22年3月期 899,612 406,381 45.0 4,297.29

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  429,409百万円 22年3月期  404,848百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  

※22年３月期 期末配当金の内訳  普通配当  37円00銭  売上高２兆円達成記念配当  ３円00銭 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 40.00 40.00
23年3月期 ― 0.00

23年3月期 
（予想）

― 37.00 37.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 2,154,000 6.8 112,800 29.2 125,100 23.1 67,900 21.4 720.72



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期連結財務諸
表に対する四半期レビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含んでおります。実際の業績等は、業況
の変化等により、上記予想数値と異なる場合があります。 
 なお、上記の予想に関する事項は、【添付資料】P.３「１.当四半期の連結業績等に関する定性的情報（３）連結業績予想に関する定性的情報」をご覧くださ
い。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.３「２.その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 96,648,974株 22年3月期  96,648,974株

② 期末自己株式数 23年3月期2Q  2,438,797株 22年3月期  2,438,794株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q 94,210,178株 22年3月期2Q 94,080,925株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、各種経済政策により一部においては追い風があったものの、

海外経済の回復の遅れ、株価の低迷、政治の不安、急速な円高など企業業績の回復についても遅れが見られ、雇用

環境・所得環境が依然として厳しい状況の中、先行き不透明感が強く予断を許さない状況となりました。 

当家電業界においては、長引く景気低迷の状況が続くなか、エコポイント制度や夏の猛暑により一時的な追い風

があったものの、１つの商品を買うために、その他の商品を我慢するなど依然として低水準にとどまり、生き残り

をかけた店舗間競争はますます激しさを増しました。 

このような状況の中、当社グループでは、地デジへの切替えを１年後に控え、更にエコポイント制度の追い風も

加わり、数量ベースでテレビが好調に伸長しました。また、夏の猛暑の影響により冷蔵庫、エアコン、扇風機等の

季節商品が好調に推移しました。その他、洗濯機、パソコン本体が好調に推移しました。販促面においては、ポイ

ント販売と現金値引き販促の前年との違いにより単価ダウンの影響が見られましたが、消費者のニーズをとらえた

販促を強化し、大きな効果を上げました。 

これまで取り組んできた「店舗効率向上改革」「キャッシュ・フロー改善向上改革」「経費削減改革」の３つの

経営改革を継続して実践することにより、収益向上につなげました。今期の経営スローガンである『「現場主義改

革実践」で目標達成を図ろう』の実践を通し、現場主義での「ヒト・モノ・カネ・システム」それぞれにおける改

善、取り組みを行い、笑顔で挨拶を通した人材育成を図り、サービス研修の強化等により顧客満足（ＣＳ）の向上

を積極的に推進してまいりました。 

 ＣＳＲ活動についても、宮崎県口蹄疫被害支援募金活動をはじめ、自然をテーマにしたフォトコンテストを開

催、地域の皆様とのかかわりを深めるなど、積極的な活動を行ってまいりました。活動内容の詳細については、

「ＣＳＲレポート2010」をはじめとして「月次ＣＳＲ活動」等、弊社ホームページへ掲載しております。 

（ http://www.yamada-denki.jp/csr/index.html ） 

店舗展開では、ＬＡＢＩ新宿東口館など計15店舗開設し、テックランド日野店など４店舗を閉鎖しました。その

結果、当第２四半期連結会計期間末の店舗数は、 店舗（直営店 店舗、連結子会社 店舗）となりました

（非連結子会社・ＦＣ含むグループ店舗数総計は 店舗）。 

 以上の結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高が 百万円、営業利益が 百万円、経常

利益が 百万円、四半期純利益が 百万円となりました。 

 なお、当社グループは、家電・情報家電等の販売事業の単一セグメントであるため、セグメント情報の記載を省

略しております。 

  

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 当第２四半期連結会計期間末の総資産額は、前連結会計年度末に比べ 百万円減少（前期末比 ％減）して

百万円となりました。主な要因は、商品及び製品と建物及び構築物が増加したものの、現金及び預金が減

少したことであります。  

 負債は、 百万円減少（前期末比 ％減）し 百万円となりました。主な要因は、資産除去債務の計

上があったものの、長期借入金と未払法人税等が減少したことであります。 

 純資産は、四半期純利益等の増加により、 百万円増加（前期末比 ％増）して 百万円となりまし

た。この結果、自己資本比率は ％（前期末比 ポイント増）となりました。 

  

（キャッシュ・フローの状況の分析）  

 当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ 百万円減少して

百万円となりました。  

 営業活動によるキャッシュ・フローは、 百万円の収入（前年同期は 百万円の収入）となりました。

 これは主に、法人税等の支払額及びたな卸資産の増加があったものの、税金等調整前四半期純利益の増加による

ものであります。 

 投資活動によるキャッシュ・フローは、 百万円の支出（前年同期は 百万円の支出）となりました。

これは主に、差入保証金の回収による収入があったものの、店舗開設に伴う有形固定資産の取得及び関係会社への

貸付による支出によるものであります。 

財務活動によるキャッシュ・フローは、 百万円の支出（前年同期は 百万円の支出）となりました。

これは主に、長期借入金の返済による支出によるものであります。 

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報

581 417 164

2,327

1,013,773 47,092

54,006 28,271

6,079 0.7

893,533

30,857 6.3 462,374

24,777 6.1 431,158

48.1 3.1

14,781

68,263

20,039 47,896

9,582 14,705

25,161 22,923



  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

平成23年3月期の連結業績予想は、平成22年10月27日発表の「業績予想の修正に関するお知らせ」から変更を行

っておりません。 

上記予想は、発表日現在において入手可能な情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づき作成したもの

であり、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

  

  

（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。  

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

① 棚卸資産の評価方法 

    棚卸資産の簿価切り下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積り、簿価

切り下げを行う方法によっております。  

② 固定資産の減価償却費の算定方法 

  定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法によ

っております。  

③ 法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

   法人税等の納付額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する方法によっ

ております。 

   繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生

状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度末において使用した将来の業績予想やタックス・プ

ランニングを利用する方法によっております。  

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

資産除去債務に関する会計基準の適用 

   第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を

適用しております。 

  これにより、当第２四半期連結累計期間の営業利益及び経常利益に与える影響は軽微でありますが、税金等調

整前四半期純利益は、 百万円減少しております。また、当会計基準等の適用開始により、資産除去債務を

百万円計上しております。 

  

（４）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

 該当事項はありません。  

  

２．その他の情報

2,110

7,334



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 74,298 88,258

受取手形及び売掛金 40,328 41,301

商品及び製品 176,037 169,107

仕掛品 3 0

原材料及び貯蔵品 1,087 1,171

その他 51,777 53,567

貸倒引当金 △148 △122

流動資産合計 343,384 353,283

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 180,295 176,017

土地 152,730 151,723

その他（純額） 28,722 32,430

有形固定資産合計 361,748 360,171

無形固定資産 30,611 30,590

投資その他の資産   

差入保証金 111,062 113,402

その他 48,881 44,542

関係会社投資損失引当金 △2,100 △2,100

貸倒引当金 △56 △278

投資その他の資産合計 157,788 155,566

固定資産合計 550,148 546,329

資産合計 893,533 899,612

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 81,792 84,940

短期借入金 36,574 38,214

未払法人税等 23,849 29,406

ポイント引当金 17,127 18,547

引当金 4,633 4,717

その他 45,418 53,462

流動負債合計 209,395 229,288

固定負債   

社債 129,169 129,204

長期借入金 82,553 99,298

引当金 19,770 18,420

資産除去債務 7,334 －

その他 14,151 17,019

固定負債合計 252,978 263,942

負債合計 462,374 493,231



（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 71,058 71,058

資本剰余金 70,977 70,977

利益剰余金 311,514 287,011

自己株式 △23,045 △23,045

株主資本合計 430,505 406,001

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △1,095 △1,152

評価・換算差額等合計 △1,095 △1,152

少数株主持分 1,749 1,532

純資産合計 431,158 406,381

負債純資産合計 893,533 899,612



（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 936,593 1,013,773

売上原価 698,169 780,652

売上総利益 238,423 233,120

販売費及び一般管理費 213,304 186,028

営業利益 25,119 47,092

営業外収益   

仕入割引 4,516 5,261

社債償還益 750 －

その他 3,087 3,201

営業外収益合計 8,353 8,463

営業外費用   

支払利息 911 1,020

為替差損 － 299

その他 321 228

営業外費用合計 1,233 1,549

経常利益 32,240 54,006

特別利益   

保険解約返戻金 12 －

賃貸借契約違約金 46 16

投資有価証券売却益 － 9

貸倒引当金戻入額 46 －

その他 27 3

特別利益合計 133 29

特別損失   

減損損失 2,286 3,172

固定資産処分損 770 47

投資有価証券評価損 105 515

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 1,932

その他 181 277

特別損失合計 3,344 5,944

税金等調整前四半期純利益 29,029 48,091

法人税、住民税及び事業税 14,673 22,396

過年度法人税等 37 －

法人税等調整額 △2,101 △2,800

法人税等合計 12,609 19,595

少数株主損益調整前四半期純利益 － 28,495

少数株主利益 46 223

四半期純利益 16,373 28,271



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 29,029 48,091

減価償却費 11,195 10,794

減損損失 2,286 3,172

のれん償却額 △498 △596

退職給付引当金の増減額（△は減少） 719 690

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 61 181

賞与引当金の増減額（△は減少） 906 △2

ポイント引当金の増減額（△は減少） 3,017 △1,420

貸倒引当金の増減額（△は減少） △0 △195

受取利息及び受取配当金 △771 △714

社債償還益 △750 －

支払利息 911 1,020

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 1,932

売上債権の増減額（△は増加） 2,990 972

たな卸資産の増減額（△は増加） △8,368 △6,766

仕入債務の増減額（△は減少） 17,182 △3,147

その他 7,839 △5,454

小計 65,752 48,557

利息及び配当金の受取額 246 162

利息の支払額 △869 △1,047

法人税等の支払額 △17,232 △27,633

営業活動によるキャッシュ・フロー 47,896 20,039

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 － △5,867

定期預金の払戻による収入 － 5,046

有形固定資産の取得による支出 △12,564 △9,205

投資有価証券の取得による支出 △1 △0

投資有価証券の売却による収入 8 196

貸付けによる支出 △678 △4,200

貸付金の回収による収入 1,568 1,912

差入保証金の差入による支出 △5,292 △2,399

差入保証金の回収による収入 3,469 4,987

その他 △1,215 △49

投資活動によるキャッシュ・フロー △14,705 △9,582



（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 232,733 259,200

短期借入金の返済による支出 △239,953 △259,200

長期借入れによる収入 8,914 500

長期借入金の返済による支出 △13,218 △18,885

転換社債の買入消却による支出 △5,250 －

社債の償還による支出 △6 －

リース債務の返済による支出 △3,037 △3,001

自己株式の取得による支出 △1 －

配当金の支払額 △3,100 △3,768

少数株主への配当金の支払額 △3 －

その他 － △5

財務活動によるキャッシュ・フロー △22,923 △25,161

現金及び現金同等物に係る換算差額 8 △76

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 10,275 △14,781

現金及び現金同等物の期首残高 47,956 83,045

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 738 －

現金及び現金同等物の四半期末残高 58,971 68,263



 該当事項はありません。  

  

  

 該当事項はありません。  

  

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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